
るが災符lI !j: ~ç~ に屯 r; lfj 機を仮設す

る場合， 1 . .{ffIßIII, ド /m側に l'可線

を切り分け ， それぞれ 2 同線 (，\1

4 1 "1 線) の h育成を行なう。

3 T. B. の， i" 'z lrr':t，~叩一

(1) ，没 íl~lnJ隔 500m ごと(停

車場情|人]は l身、く。)に ，没 bYi:するほ

か， ずい泊入 n ・ 大河川の横断

筒所 ~~，線路保安に必攻 な\ili所。 蝶ねじ端 -(の~ ー例

(2) 取H \ili 19í 線路(1lI1f:iJ，こ jffi (，"i柱がある場介には通い柱に，

その他の場合は T. B. 111 として村会投ける。ずい道内において

は待避火と する。

(3) 取付{立 irI 地夫面 1 '. 1. 2 m と 「るほか，線路を背にして

電話機を取り吸うこと 附 3 端 「情造

のな L 、ょう i5!複する。 掲 f 布市部分明!同

(~) JI~ f-1 筒所の J刊、 1Ml醐りるど趨 f刷徳川帆 阻叫があ〈ブ
r "い γ 、 必プ / 

j込 )jから tLへ吋 L 、位向 「ー←-T~ ~> 

1.::.¥¥'( ~ -c-150mm 情状 打--fJ 9 ! P:. 
に)<.示 し . ]Õ 'I じ f'闘の よ7rhテ斤i r当理科/
端了があるときは|メ日1 I ':' I i (Ç>>H 空 間立ーーま

I!~i l 'i げ下関て
するためj'ojj 転Jl I のみ⑤ 斗L__上L ....lliL.ぷ盟ー
の J己り で表不する。 LLiliJJ 一一一刊

(5) 指示 t~r{ Jはも近

い T.B. ，没 IU筒 19í の所有ーを;J.;すため . 1n l1 、 際(îl't 色矢正]J)を間蹴

100m ごと ， 高さは施行 f(Ii W上 1. 5 m に 1 1 ける。なお T.B の

ある側で電車線村ま たはjill(，-，性がある場合は 1 本おきに設置

する。 ただし'屯 ifl:線柱がある ILifTは通信村には取 り 千i けない。

(6) その他 T. B.以 (1 í1li所付近の見やすい位 l位に 1 ，I，jM V，ι車

場名およ び呼 1 1\ 符りを};_，)、する。

4 '， [i川fòlJ!tを品lみ込んだ11~;'n( 'i1!，l;接続設備

通勤輸ill電車収Ii可のように ~ttïr(街伎の ~I 常に多い線区におい

て，名古車にm'l!?屯， i;~機をとう 放するよりも， T, B. ，こ泣，itfi機

を"世 i目したほうが取扱い 1(l í ，投 'I'imíに有利である。 東京近郊の

川市|メ 1:: 1で 使用されている:Iîi';[è話機(沿線'，L: Ji機)は先に述べ

たT.B 川の端「のほかに隊イ5.. A: 7~ ，\.ri f:幾を組み込んだもので，運

転 ・ 公険呼の I)J計十えスイッチを n備 してムり ， もちろん他の携

fi; 電ぷ険の付': Jjjも できる。，i" iln~'{~ は Ijíj人むにlnJじ。

(斎厳 'Ufl)

けいやくしんさやく 契約審査役 1 "1 鉄の会計機関であ

るね吋役の行なう 契約のうち ， CI五の請í'l，役務および同定 11.j'

)1(:の契約ならびに乙れらに叩.ずる契約であって，日1]に定めるも

のにつし ・て ， 契約方式. 1;1
1
;-í't 行 の指名i ま たは選定， 予Æ fI面協の

1j"E,) ， 契約の fJi'fi:':干の'品作全抑当する IJü:J(の会， : 1 機関全いう(F-I

本 l'、| ヰ JtJc ill i."i l JJl.私\~19 ・ 10 ・ 77の 2 条)。

1 ' .1鉄においては，契約に|対する事務について， I人J /ii~けん制市1]

l立をほ!TI L ，執行系統に出する契約を担、当する拘当役とその契

約を 'li'i ~i.する契約案作役右対必的に，没(-j-， 1~ I;j /'， のぷ臓を避ける

とともに ， それぞれの武U f:の所在全切 らかにし ， もって契約管

JlI'.組織の }J 全企 m] してい る。

契約'li\' {il止には日本 llil有鉄道組織規程に jAJつeいて鉄道管Fft F"J

(新潟・小| 司 I3 よび VYPil の 作交付 ， ならびに東海道新幹線Jdl:東

J;( ・静 |・'('1 ・ ;f， ,'; Fi'およ び大阪の各*経PI' 資材!苛を含む。)に設

itt された契約:1iÇ 配役が契約'1iÇ従事務 tJl紅の規定するとこ るによ

って，別に』宇令を用いないで 会 ，ìI機l主!の契約:訴先役に 自動的に

なることとなっている。そのJ日当範聞は契約:辞任事務規程に定

められてお り，ひとり吋該欽i直管里f! 1誌のみにとどまらず，もよ

けいやくしん

T，B. の種類

種類端f容量T 端子名称 | 記i (回線) I '"'1llI 1-l' 1'J' 

運転， 交換，電力，中継i
形 6 í21:警報 、 「嘗報回線のある電化IK間用

1''iB;a;-:o: ~ UJ. ......~I{)\ .eJ;u l嘗報同線のある 11"電化民間形 5 運転， 交換，中継(2). 警事利用

3 形 5 運転， 交換，電力，中継(2)1警報回線のない電化問問周

|警報同線のなしサ! ?主化医閑
4 形 4 運転，交換，中継(2) 用

5 形 1 信号および一般用( 1 ) 1 1 回線用

注 5 形の端子は，信号・運転 ・ 交換 ・ 電力のいずれにも使用で

きるものとする.なお. 5 形の端干 を運転用にのみ用いる とき

は，そのむね指定し， (診を刻印する .

なお運転関係に使用される ものを逆転 T，B.保線・ 1t! ~(関係

の保守作業に使用されるものを保守用 T，B. ともし、う。

一般に運転用と保守用はいG- 図ー1 外箱構造外観形状寸法図

の端子箱に収容される場合が多 mr/{ ¥ p 

同_............_、ー \、、

い。また運転用にあっては， 列取付宇ur

車運行が相当な線区にわたる場 ハ

f子力1多いので全図的に統ーして ' 

L 、る。

1 端子箱の構造

運転用端子の頭部には②の記

号および端子継にはし運転1 と

刻印しである。その他端子は端

子粧のみに L交換1. L電力1 と

刻印してある(表および図-1 ・ 2) 。

端「はノップ式で，端子頭部

を桁1.['すると端子1同部が水平方

向に貫通した穴があき，これに

J四日郁電話機のi!J線をそう入 L ，

指庇 をやめれば， ばね川 によっ

て導線は端子に完全に接続され

る (閃-3) 。

究~~際通信線の区 Ijjlにお L 、て

は，ちょう(蝶)ねじ式端子 ， あ

るいはノップ古川、し引下げ方式

で， 端 f しめつけ，または導線

透(]けで符坊に後続できる (写

ro 。

2 T，B. I"I線の構成

(1) T, B. 1"1線に使用する電

話機は磁れ式'ii1 1;.fj機を1m 、る。

(2) T , B. 1 " 1線の椛l，x

7 運転月1 隣緩駅長相互間

を結ぶ運転専用'ili，i.ri[n [ 線に接続

する。

イ 交換用 11l:話掛の常駐す

る 1~ ，ì目交換所に接続する。

ウ 'di力月] . m包Ui1令 ・ '6t

711PJ1. . き 7立 I主分所号事を結ぶ11f

7J専用電話 1"1線に接統する。

エ 信号 JIJ 信号機 ・ 踏切手干

報機tF の関連する箇!町村1互を粘

ぶ信号専用電話 1司線に接統する。 ー般にçç号店JfL箱 |人l の端寸に

収容する。

ォ '1-'継用
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